様式第1号
平成２４年度
“宍粟での新しいつながりのカタチをつくる”地域福祉応援事業　申請書
平成２４年　５月１１日
社会福祉法人宍粟市社会福祉協議会　会長　様
団体名　　ボランティアグループそよかぜ
代表者名　　　　宍粟　　花子　　　 eq \o\ac(○,印)
平成２４年度事業費として、下記のとおり助成金を申請します。
	事業名
	ひとり暮らし高齢者への料理、繕い物教室

	助成申請額
	　　　１７，０００円　※総事業費の4/5以内、千円未満切捨
（総事業費　　３０，０００円）


	申
請
団
体
	グループ・団体の種類
※□にチェックしてください
	レボランティアグループ　　　 □自治会　　
□民生委員児童委員協議会  　 □子ども会　　　 □ＰＴＡ　　　
□当事者団体・グループ　　　 □社会福祉法人　 □ＮＰＯ団体
□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	
	団体の主たる事務所または代表者の住所
	〒
宍粟市　　　　　町　　　

	
	
	電話（携帯可）
	FAX

	
	申込責任者名
	兵庫　幸子

	
	
	電話（携帯可）
	FAX

	
	
	E-mail

	
	法人格の有無
	レなし
□あり→①社会福祉法人　②ＮＰＯ法人　③その他（　　　　　　）

	
	設立月日
	平成２２年　４月１０日
	会員数
	１０名

	
	主な活動内容
	料理や縫い物が好きなメンバーでグループをつくり、毎月１回集まっています。その特技を生かし、地域のひとり暮らし高齢者や高齢者世帯の方を対象とした料理教室や繕い物を今年から始めることにしました。


（別紙１）
事　業　計　画　書
	実施予定日
	平成　２４年７月１０日（金）

※奇数月の第２金曜日に実施予定

	実施場所（会場）
	〇〇町公民館

	対象者および人数
	△△地区ひとり暮らし高齢者等　１０人

	具体的な事業内容
	　地区のひとり暮らし、ふたり暮らしの高齢者等に声をかけ、〇〇町公民館で料理教室を行う。

ボタンつけやズボンのすそ上げ等簡単な繕い物があれば、料理教室の時に持ってきてもらい、ボランティアがその場で直し、お返しする。


	この事業により期待（達成）される効果
	①旬の食材を使った簡単にできるメニューを高齢者に覚えてもらったり、栄養について考えてもらうことができる。
②細かいことが見えにくくなった方や針仕事が苦手な男性などの手助けができる。
③料理や繕いものをきっかけに、地域のひとり暮らし高齢者等が日ごろの生活の中でのお困りごとについて考え、ボランティアとしてお手伝いできるメニューを増やしていくことができる。


	他団体への助成申請の有無
	レなし　　　
□あり　→助成団体名（　　　 　　　　　　　　　　　　　　）
助成名称　 （　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	共同募金を活用した事業であることのＰＲ方法
	レ機関紙、チラシ等に明記する
□事業のプログラム、資料、報告書、作成物に明記する
レ事業実施時に利用者や参加者に対して説明する
□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


事　業　実　施　予　算　書
	収　　　入
	金額（円）
	摘　　　　要

	地域福祉応援事業助成金
	１７，０００
	申請額を記載
※総事業費の4/5以内（千円未満切捨て）

	参加費収入
	１０，０００
	＠200×10人×5回

	自己資金
	３，０００
	＠300×10人

	
	
	

	合　計（Ａ）
	３０，０００
	＝総事業費


　
	支　　　出
	金額（円）
	摘　　　　要

	
	材料費
	１５，０００
	料理教室材料代

＠300×10人×5回

	
	使用料
	５，０００
	公民館使用料＠1,000×5回

	
	印刷費
	１，０００
	チラシ印刷代

	
	消耗品費
	７，０００
	包丁等調理器具、糸、針等

	
	
	
	

	
	小　計
	２８，０００
	

	
	会議費
	２，０００
	打合せ、反省会お茶代

	
	
	
	

	
	
	
	

	合　計（Ｂ）
	３０，０００
	（Ａ）＝（Ｂ）


助成の対象となる経費
　①交通費（ガソリン代、バス代等）　　　②謝金（講師謝金）

　③消耗品費（用紙代、文房具代等）　　　④印刷費（チラシ、資料印刷代等）

　⑤通信費（郵送料、電話代）　　　　　　⑥使用料（会場使用料、機材レンタル料）

　⑦備品費（１年以上継続して使用できるもので、１万円以上のもの）

　⑧保険料（事業保険掛金）

※ただし次の経費は助成対象外経費となります。

　①人件費（職員の給与・手当、会員が講師となる場合の謝金）

　②事務所費（事務所の家賃等）　　③飲食費（団体、グループ構成員の飲食費、会議費等）

④寄付金等（他者、他団体に対する寄付金、会費等）

















記入例





（別紙２)





添付書類確認欄


　□グループ・団体の会則、規約、定款等（※学校は不要）　　□振込先通帳のコピー


　□（備品購入の場合）見積書およびパンフレットのコピー








助成対象経費





対象外経費














